
1 北海道自治研究 ２０１７年８月（Ｎo.583）

　

安
倍
改
造
内
閣
は
今
回
、「
人
づ
く
り
革
命
」
を
看

板
政
策
に
掲
げ
た
。こ
れ
ま
で
掲
げ
て
き
た「
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
」「
地
方
創
生
」「
一
億
総
活
躍
」「
働
き
方

改
革
」
等
々
の
政
策
効
果
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
新
た
な
看
板
政
策

を
打
ち
出
す
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
過
去
の
政
策
と

の
整
合
性
に
関
す
る
検
討
も
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
し

か
る
に
実
態
は
ど
う
か
。
あ
え
て
軽
率
の
誹
り
を
免

れ
な
い
こ
と
を
承
知
で
言
う
な
ら
ば
、
単
な
る
看
板

の
架
け
替
え
は
羊
頭
狗
肉
と
は
な
ら
な
い
か
。

　

閑
話
休
題
。
今
年
七
月
に
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
北

海
道
支
社
が
、
道
内
企
業
対
象
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
両
立
）
に
関
す
る
実
態
調

査
を
実
施
し
た
。
約
一
〇
〇
〇
社
を
対
象
に
調
査
を

実
施
し
、
一
九
九
社
か
ら
回
答
を
得
た
（『
北
海
道

新
聞
』
二
〇
一
七
年
八
月
一
〇
日
朝
刊
記
事
）。
同

調
査
に
よ
れ
ば
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現

に
向
け
て
「
取
り
組
ん
で
い
る
」
企
業
は
、
わ
ず
か

二
九
・
三
％
で
あ
っ
た
。逆
に「
取
り
組
ん
で
い
な
い
」

企
業
は
四
九
・
五
％
で
あ
り
、
三
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上

の
開
き
が
あ
っ
た
。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
時

代
の
潮
流
に
な
っ
て
も
、
道
内
企
業
で
の
実
現
値
は

牛
歩
の
如
し
。

　

ま
た
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
「
言
葉
か
ら

イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
は
」（
複
数
回
答
）
で
は
、「
残

業
を
削
減
す
る
」
が
一
一
一
社
と
最
多
で
あ
り
、
次

に
「
有
給
休
暇
の
取
得
率
を
上
げ
る
」
が
九
七
社
で

あ
っ
た
。
と
か
く
先
進
国
の
中
に
お
い
て
労
働
生
産

性
の
低
さ
が
指
摘
さ
れ
る
日
本
は
、
周
知
の
通
り
欧

米
諸
国
と
比
較
し
て
長
時
間
労
働
が
定
着
し
て
い
る
。

七
月
二
一
日
に
内
閣
府
が
公
表
し
た
『
経
済
財
政
白

書
』
は
、
一
人
あ
た
り
労
働
時
間
が
短
い
国
ほ
ど
、

労
働
生
産
性
が
高
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え

長
時
間
労
働
を
見
直
し
、
短
時
間
の
う
ち
に
集
中
的

に
仕
事
に
取
り
組
ん
で
成
果
を
出
す
環
境
づ
く
り
は
、

喫
緊
の
問
題
で
あ
る
。
残
業
の
削
減
や
有
給
休
暇
の

取
得
促
進
は
、
企
業
の
取
り
組
み
と
し
て
必
要
不
可

欠
だ
。

　

だ
が
、
あ
く
ま
で
も
筆
者
の
私
見
な
が
ら
、
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
は
、女
性
の
社
会
進
出
、

少
子
化
対
策
、
男
性
の
育
児
参
加
、
企
業
の
社
会
的

責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
な
ど
の
社
会
的
な
意
義
を
も
っ
て
、

そ
の
必
要
性
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思

え
て
な
ら
な
い
。
企
業
経
営
す
な
わ
ち
人
材
基
盤
経

営
の
視
点
か
ら
も
、
そ
の
推
進
が
必
要
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

就
職
情
報
会
社
「
マ
イ
ナ
ビ
」
が
、
今
年
七
月
に

約
九
〇
〇
社
を
対
象
に
し
て
「
社
会
人
の
厳
し
さ
を

実
感
し
た
要
因
」
を
調
査
し
た
。
新
入
社
員
一
六
二

三
人
か
ら
回
答
を
得
た
。「
ど
ん
な
と
き
に
厳
し
い

と
感
じ
た
か
」（
複
数
回
答
）
と
の
問
い
に
は
、「
自

分
の
能
力
」
が
八
一
・
八
％
で
、「
残
業
の
多
さ
」

一
八
・
二
％
、「
収
入
の
少
な
さ
」
一
三
・
九
％
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
た
（『
読
売
新
聞
』
二
〇
一
七
年

八
月
一
一
日
朝
刊
記
事
）。

　

こ
れ
は
人
手
不
足
ゆ
え
に
売
り
手
市
場
と
も
て
は

や
さ
れ
て
、
自
分
づ
く
り
が
不
十
分
な
ま
ま
就
職
活

動
を
経
て
採
用
さ
れ
た
姿
と
も
言
え
よ
う
。
仕
事
に

自
信
を
持
っ
て
向
き
合
う
た
め
に
も
、
一
日
も
早
く

仕
事
を
任
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
も
、

能
力
・
ス
キ
ル
に
磨
き
を
か
け
る
自
己
研
鑽
の
時
間

的
余
裕
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
縁
あ
っ

て
採
用
し
た
か
ら
に
は
、
新
入
社
員
に
能
力
と
ス
キ

ル
の
蓄
積
を
促
し
な
が
ら
現
場
で
育
て
つ
つ
、
そ
れ

ら
を
引
き
出
し
て
経
営
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
だ
。

　

他
方
、管
理
職
や
経
営
職
に
目
を
転
じ
る
な
ら
ば
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
創
造
性
を
発
揮
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
ア
イ
デ
ア
を
出
し

て
新
規
事
業
や
新
規
市
場
を
創
り
出
す
。
異
業
種
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
構
築
し
て
、

既
存
の
知
と
別
の
既
存
の
知
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

が
重
要
と
な
る
。
ま
さ
に
「
知
の
探
索
」
を
お
こ
な

う
た
め
に
は
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て
職
場
の
中
に
閉

じ
こ
も
ら
ず
に
、
好
奇
心
や
探
究
心
を
持
っ
て
本
業

以
外
の
世
界
を
自
ら
体
感
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し

て
一
人
思
索
に
ふ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
和
し
て
同
ぜ

ず
。
自
分
だ
け
の
時
間
を
確
保
し
た
い
も
の
だ
。

　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
は
、
働
く
一
人
一
人
を

大
切
に
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
持
続
可
能
な
経
営

の
た
め
に
も
推
進
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
知
識
情

報
化
社
会
に
あ
っ
て
は
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
進
化
系
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
働
き
方
改
革
」
と
「
休
み
方
改
革
」
は
表
裏
一
体
。

＜

ひ
ら
お
か　

よ
し
ゆ
き
・
札
幌
大
谷
大
学
社
会
学
部
教
授＞
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孝

「
休
み
方
改
革
」と「
働
き
方
改
革
」


